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伝統的な真壁の町並みをご案内伝統的な真壁の町並みをご案内
12人の案内ボランティアが活躍中12人の案内ボランティアが活躍中

■震災からの復興 真壁の町並み■ニセ電話詐欺の被害が多発
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　定住される方に助成金を支給
■県下水道促進コンクール市内小・中学生が受賞／
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■桜川市が健闘「県民駅伝競走大会」／
　春の全国火災予防運動啓発ポスターコンクール



　

99
棟
の
登
録
有
形
文
化
財
を
は
じ
め
と
す
る
数
多
く
の
伝
統
的
な

建
物
が
存
在
す
る
「
真
壁
の
町
並
み
」。
２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
東

日
本
大
震
災
で
は
、
歴
史
的
建
造
物
の
約
９
割
が
被
災
し
ま
し
た
。

　

震
災
か
ら
約
４
年
、
伝
統
的
な
文
化
財
を
守
り
伝
え
よ
う
と
、
復

興
作
業
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

真
壁
の
ま
ち
の
起
源
は
、
平
安

時
代
末
期
か
ら
安
土
桃
山
時
代
に

こ
の
地
を
治
め
た
、
真ま

か
べ壁
氏
の
城

下
町
に
あ
り
ま
す
。　
　

　

真
壁
氏
は
１
６
０
２
年
に
秋
田

へ
国
替
え
と
な
り
、
角
館
（
秋
田

県
仙
北
市
）に
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
城
主
の
い
な
い
真
壁
城

は
、
江
戸
時
代
に
廃
城
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
真
壁
の
ま
ち
に
は
笠

間
藩
の
陣
屋
が
置
か
れ
、
政
治
経

済
文
化
の
中
心
と
な
り
ま
し
た
。

　

早
く
か
ら
東
北
地
方
へ
の
木
綿

販
売
の
中
継
地
点
と
し
て
繁
栄

し
、
１
７
０
０
年
頃
に
は
月
12
回

の
定
期
市
が
開
か
れ
、
在
郷
町
と

し
て
発
展
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
頃
の
町
並
み
は
茅か

や
ぶ葺
き
の

家
屋
が
主
体
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ

ま
す
が
、
１
８
３
７
年
の
大
火
後

に
防
火
建
築
と
し
て
土
蔵
造
り
の

建
物
が
普
及
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。

　

真
壁
の
町
並
み
の
主
な
特
徴

は
、約
４
０
０
年
前
の
町
割
り（
道

路
の
位
置
や
幅
）
が
現
在
に
良
く

残
っ
て
い
る
こ
と
と
、
見
世
蔵
や

土
蔵
、
塗
屋
、
木
造
店
舗
、
洋
風

建
築
、
石
蔵
な
ど
の
多
種
多
様
な

建
造
物
が
真
壁
の
中
心
市
街
地
に

約
３
０
０
棟
も
残
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
建
造
物
の

う
ち
99
棟
が
国
の
登
録
有
形
文
化

財
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
に
は
桜
川
市

真
壁
町
真
壁
の
一
部
が
全
国
で
87

番
目
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
（
重
伝
建
地
区
）
に
選
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
真
壁
の
町
並
み
が
日

本
に
と
っ
て
非
常
に
価
値
の
あ
る

町
並
み
だ
と
評
価
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
内
の
伝
統
的

建
造
物
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
周

辺
の
登
録
有
形
文
化
財
も
甚
大
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

被
災
し
た
物
件
の
割
合
は
、
真

壁
地
区
の
歴
史
的
建
造
物
の
約
９

割
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　

震
災
前
に
は
１
０
４
棟
あ
っ
た

登
録
有
形
文
化
財
も
震
災
後
に
は

99
棟
に
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

主
な
被
災
内
容
は
、
屋
根
瓦
の

ズ
レ
や
滑
落
、
大
棟
の
崩
落
、
土

壁
の
亀
裂
や
剥は

く
ら
く落
、
建
物
の
傾
倒

で
す
。

　

特
に
歴
史
的
建
造
物
の
屋
根
瓦

は
葺
き
土
の
上
に
瓦
が
載
せ
て
あ

る
た
め
、
年
月
が
経
ち
土
が
固
く

な
る
と
地
震
時
に
瓦
が
ズ
レ
や
す

く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
日
頃
か
ら
小
ま

め
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
て
い
た

歴
史
的
建
造
物
の
屋
根
は
、
被
害

を
小
さ
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

真
壁
の
ま
ち
の
成
り
立
ち

東
日
本
大
震
災
の
被
害
状
況

復
興
の
歩
み

　旧高久家住宅（旧高久家）は、正確な建築年代
は不明ですが、部材の古さや建築様式から見て明
治時代に建築されたと考えられます。
　旧高久家もまた東日本大震災で被災した登録有
形文化財の一つです。被災後、市に寄付していた
だき、平成 24年度から修理工事を開始し、平成
27年 1月に竣工（修理完了）しました。 　

重
伝
建
地
区
は
元
々
補
助
制
度

が
あ
り
ま
し
た
が
、
登
録
有
形
文

化
財
に
は
補
助
制
度
が
な
か
っ
た

た
め
新
た
に
補
助
で
き
る
仕
組
み

を
つ
く
り
、
そ
れ
ら
の
制
度
を
活

用
し
な
が
ら
災
害
復
旧
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

現
在
（
平
成
27
年
１
月
末
）
の

災
害
復
旧
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
は
、
重
伝
建
地
区
で
は
平
成

23
年
度
に
４
棟
、24
年
度
に
14
棟
、

25
年
度
に
16
棟
、26
年
度
に
11
棟
、

復
旧
予
定
96
棟
中
45
棟
が
災
害
復

旧
事
業
を
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

重
伝
建
地
区
周
辺
の
登
録
有
形

文
化
財
は
平
成
24
年
度
に
13
棟
、

25
年
度
に
11
棟
、26
年
度
に
１
棟
、

復
旧
予
定
26
棟
中
25
棟
が
災
害
復

旧
事
業
を
完
了
し
て
い
ま
す
。
残

り
１
棟
も
現
在
修
理
中
で
、
26
年

度
末
ま
で
に
完
了
す
る
見
込
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

重
伝
建
地
区
の
災
害
復
旧
は
、

今
後
繰
り
返
し
行
わ
れ
て
い
く
で

あ
ろ
う
文
化
財
と
し
て
の
修
理
を

考
慮
し
て
伝
統
工
法
で
の
修
理
を

基
本
と
し
、
周
辺
の
登
録
有
形
文

化
財
は
外
観
の
早
期
復
旧
を
目
指

し
、
現
代
工
法
で
の
修
理
も
可
能

と
し
て
災
害
復
旧
事
業
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

新
し
い
技
術
を
応
用
し
た
簡
易

な
復
旧
も
必
要
で
す
し
、
本
物
の

伝
統
工
法
を
継
承
す
る
本
格
修
理

も
重
要
で
す
。
時
間
は
か
か
り
ま

す
が
、
補
助
制
度
を
活
用
し
て
真

壁
の
本
物
の
文
化
財
を
守
り
伝
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
先
／
文
化
財
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内

線
３
２
２
２
）

【被災後】
屋根瓦が全体的にズレ、隅棟が崩落し、
西面の壁が剥落してしまいました。⬇

⬇

【修理中】
地元住民や小山工業高
等専門学校生徒の皆さ
んが、土壁の修理のた
め、竹

たけこ ま い か

小舞掻き（土壁
の下地づくり）を行い
ました。

【完成】
平成 27 年 1月に竣工
（修理完了）しました。
今後は、地元団体など
に施設を貸し出し、地
域活性化に役立ててい
きます。

旧高久家住宅の復旧

震災からの復興 真壁の町並み

川
嶋
孟
さ
ん
の
文
庫
蔵
が
元
通
り
に

修
理
さ
れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
末
期
の

文
庫
蔵
を
復
元
修
理

　

真
壁
の
町
並
み
の
な
か
で

洋
品
店
を
営
む
川か

わ
し
ま嶋

孟た
け
しさ

ん

は
、
震
災
で
江
戸
時
代
末
期

に
建
て
ら
れ
た
文
庫
蔵
（
土

蔵
）
が
被
災
し
ま
し
た
。

　
「
壁
に
亀
裂
が
何
か
所
も

入
り
、
瓦
も
少
し
落
ち
た
」

と
話
す
川
嶋
さ
ん
。
約
3
年

余
を
か
け
て
、
復
元
修
理
が

完
了
し
ま
し
た
。

　

修
理
中
も
来
訪
者
を
も
て

な
し
た
川
嶋
さ
ん
は
、「
町

並
み
や
こ
の
蔵
を
活
か
し

て
、
市
の
観
光
に
役
立
て
て

い
き
た
い
」
と
今
後
に
つ
い

て
話
し
て
い
ま
し
た
。
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不審な電
話は

迷わず11
0番不審な電
話は

迷わず11
0番

　

平
成
26
年
１
月
～
12
月
の

県
内
に
お
け
る
ニ
セ
電
話
詐

欺
の
認
知
件
数
（
警
察
に
届

け
た
数
）
は
３
０
０
件
、
被

害
総
額
は
14
億
３
，

０
０
０
万
円
で
し
た
。

　

特
に
高
齢
者
を
狙
っ
た
ニ

セ
電
話
詐
欺
が
多
発
し
て
い

て
、
被
害
に
遭
っ
た
の
は
60

歳
代
～
80
歳
代
の
方
が
約
８

割
を
占
め
、
被
害
者
の
約
７

割
は
女
性
で
し
た
。

　

県
内
で
多
く
発
生
し
て
い

る
詐
欺
は
、
親
族
や
警
察
官

な
ど
を
装
う
「
オ
レ
オ
レ
詐

欺
」、
身
に
覚
え
の
な
い
料

金
の
請
求
を
さ
れ
る
「
架
空

請
求
詐
欺
」
で
す
。
そ
の
ほ

か
、
嘘
の
融
資
で
保
証
金
を

だ
ま
し
取
る
「
融
資
保
証
金

詐
欺
」、
役
所
職
員
や
銀
行

員
を
装
う「
還
付
金
等
詐
欺
」

が
あ
り
ま
す
。

　

桜
川
市
内
で
も
、「
オ
レ

オ
レ
詐
欺
」
や
「
架
空
請
求

詐
欺
」
な
ど
の
疑
い
が
あ
る

事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」

と
思
わ
ず
、
日
頃
か
ら
被
害

に
遭
わ
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

■
相
談
先

・�

ニ
セ
電
話
詐
欺
相
談
ダ
イ

ヤ
ル
（
茨
城
県
警
察
）（
☎

０
２
９-

３
０
１-

０
０
７
４
、
24
時
間
対
応
）

・�

桜
川
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
２
９
６-

75-

６
３
０
０
）

　

２
月
７
日
、
御
領
地
区
で
、

同
地
区
の
区
長
と
各
班
長
が
中

心
と
な
り
、
桜
川
警
察
署
と
桜

川
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
と
合
同

で
地
区
の
高
齢
者
宅
を
訪
問
。

「
ニ
セ
電
話
詐
欺
に
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
」
と
、
被
害
防
止

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

一
人
で
悩
ま
ず
す
ぐ
電
話

被
害
防
止

高
齢
者
宅
戸
別
訪
問

高齢者宅を訪問し、被害防止を呼びかけました。

ニセ電話詐欺の被害が多発

すぐにできる
　ニセ電話詐欺撃退

1電話は留守番電話に設定する
電話を使う詐欺を撃退する一番の方法は、電話が
鳴っても受話器を取らないことです。
留守番電話に設定して相手を確認してから電話に出
ましょう。

2相手の話は聞かない
すぐに電話を切ることが大切です。
話を聞いてしまうと相手の話術にはまってしまいます。

重要 この話が出たら、全て『詐欺』です !!
　「すぐにお金が必要」　「声が変わった」　「必ず儲かる」
　「�レターパックでお金を送って」
　「還付するから ATMに行って」
　「名前を名簿から削除する」
　「パンフレットを高値で買い取る」
　「�コンビニでプリペイド型電子マネー
を購入して番号を教えて」

3はっきり断る
「どうしよう・・・」という迷いは、
詐欺犯の思うつぼです。
もうけ話や身に覚えのない要求は、
はっきり断りましょう。

『お断りします』
『いりません』

高齢者が狙われています

4さくらがわ　2015.3.1



　

市
で
は
、
桜
川
市
に
定
住
す
る

た
め
に
、
市
外
か
ら
転
入
し
て
住

宅
を
取
得
さ
れ
た
方
の
う
ち
所
定

の
要
件
を
満
た
す
方
に
、
最
大

50
万
円
の
定
住
促
進
助
成
金
を
支

給
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
、
地
域
を
活
性
化
す

る
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

要
件
な
ど
詳
細
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
間
／
４
月
１
日
（
水
）

～
平
成
30
年
３
月
31
日
（
土
）

■
助
成
金
の
金
額

・�

基
本
助
成
金
／
新
築
住
宅
30
万

円
、
中
古
住
宅
15
万
円

・�

加
算
助
成
金
（
新
婚
世
帯
ま
た

は
子
育
て
世
帯
の
方
）
／
新
築

住
宅
20
万
円
、
中
古
住
宅
10
万

円
■
問
合
せ
・
申
請
先
／
都
市
整
備

課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内
線
１
１
６
５
）

定住される方に
助成金を支給

桜
川
市
自
慢

こ
だ
ま
ス
イ
カ

税
金
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

～
納
め
忘
れ
が
な
く
安
心
で
確
実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
～

桜川市定住促進助成金

市
税
の
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く

だ
さ
い

　

３
月
末
が
、
市
税
な
ど
の
平
成

26
年
度
通
常
納
期
限
と
な
り
ま

す
。
市
税
な
ど
の
納
付
は
納
期
内

の
自
主
納
付
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
平
成
26
年
度
の
納
税
通
知
書

な
ど
を
ご
確
認
し
、
納
め
忘
れ
の

あ
る
場
合
は
早
急
に
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

　

納
期
限
が
過
ぎ
た
場
合
に
は
、

督
促
状
や
催
告
書
を
発
送
し
ま

す
。
こ
れ
ら
に
は
多
く
の
経
費
が

か
か
り
、
そ
の
経
費
は
市
の
税
金

で
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
税
が
納
め
ら
れ
た
こ

と
を
市
が
確
認
で
き
る
ま
で
（
金

融
機
関
に
よ
っ
て
は
２
～
５
日
）

日
数
が
か
か
り
ま
す
。
発
送
直
前

ま
で
納
付
状
況
の
確
認
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
発
送
日
と
納
付
日
が

近
い
場
合
は
、
督
促
状
や
催
告
書

を
発
送
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

市
職
員
に
よ
る
納
税
一
斉
推
進
を

行
い
ま
し
た

　

推
進
で
納
付
頂
い
た
未
納
額
の

多
く
は
、
納
め
忘
れ
に
よ
る
も
の

で
す
。
推
進
結
果
は
次
表
の
と
お

り
で
す
。

　

今
後
も
市
税
な
ど
の
納
め
忘
れ

が
な
い
よ
う
に
、
納
期
内
納
付
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
に
よ
る
納
税
が
も
っ

と
も
確
実
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
問
合
先
（
☎
58-

５
１
１
１
・

75-

３
１
１
１
代
表
）

・�

市
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽

自
動
車
税
／
収
税
課
（
☎

０
２
９
６-

58-

５
６
２
１ 

直
通
）

・�

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
／
国
保
年
金
課

（
☎
０
２
９
６-

75-

３
１
２
５ 

直
通
）

・�
介
護
保
険
料
／
介
護
長
寿
課（
☎

０
２
９
６-
75-

３
１
５
８ 

直
通
）

●
桜
川
市
は
歴
史
あ
る
こ

だ
ま
ス
イ
カ
の
産
地

　

皮
が
薄
く
て
甘
み
が
強

く
、
冷
蔵
庫
に
丸
ご
と
入

る
お
手
ご
ろ
サ
イ
ズ
の

「
こ
だ
ま
ス
イ
カ
」。
桜
川

市
は
半
世
紀
以
上
続
く
歴

史
あ
る
こ
だ
ま
ス
イ
カ
の

大
産
地
で
す
。
出
荷
は
３

月
中
・
下
旬
か
ら
始
ま
り
、

７
月
上
旬
ま
で
続
き
ま

す
。
ま
た
、
近
年
は
７
月

か
ら
９
月
末
に
か
け
て
、

皮
が
黒
い
「
黒
こ
だ
ま
ス

イ
カ
」
も
生
産
さ
れ
て
お

り
、
約
６
か
月
間
こ
だ
ま

ス
イ
カ
が
楽
し
め
ま
す
。

●
こ
だ
ま
ス
イ
カ
の
美
味

し
い
食
べ
方

 　
「
こ
だ
ま
ス
イ
カ
」
は
、

完
熟
で
食
べ
頃
の
時
期
に

収
穫
し
て
い
ま
す
。
ス
イ

カ
は
メ
ロ
ン
の
よ
う
に
追
熟
性
を

持
っ
た
果
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
買
っ
て
か
ら
ご
家
庭
で
保
存

し
て
も
甘
み
が
増
す
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
で
き
る
だ
け
早
く
食
べ

る
方
が
美
味
し
い
の
で
、
新
鮮
な

う
ち
に
冷
蔵
庫
で
１
～
２
時
間
程

度
冷
や
し
て
か
ら
ご
賞
味
く
だ
さ

い
。
冷
や
し
す
ぎ
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

●
ス
イ
カ
の
効
能

　

ス
イ
カ
に
は
リ
コ
ピ
ン
な
ど
の

ビ
タ
ミ
ン
類
や
カ
リ
ウ
ム
な
ど
ミ

ネ
ラ
ル
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、

疲
労
回
復
や
抗
酸
化
作
用
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
効
果
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
特
に
カ
リ
ウ
ム
や
シ
ト
ル
リ

ン
と
い
う
成
分
が
多
い
こ
と
か

ら
、
む
く
み
の
防
止
や
腎
機
能
の

健
全
化
に
効
果
が
高
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。（
シ
ト
ル
リ
ン
は
他

の
果
実
に
は
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
な

い
成
分
で
す
。）

●
問
合
先
／
県
西
農
林
事
務
所
経

営
・
普
及
部
門
（
☎
０
２
９
６

-

24-

９
２
１
８
）

納税一斉推進の結果
（平成 26 年 11月28日現在）
種　類 金額 ( 円 )

市県民税 4,353,300
固定資産税 1,511,540
軽自動車税 639,700
国民健康保険税 3,949,060
介護保険料 349,210
後期高齢者医療保険料 336,500
督促手数料 66,100
延滞金 71,500

合　計 11,276,910

さくらがわ　2015.3.15



岩
瀬
西
中 

舘た
て

野の

諒り
ょ
う

子こ

さ
ん 

 

作
文
で
警
察
庁
課
長
賞
受
賞

桜
川
Jr
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

 

全
国
大
会
で
大
活
躍

桜
川
市
近
隣
中
学
校
野
球
大
会

 

桃
山
中
野
球
部
が
３
位

文
化
財
を
守
る

 

椎
尾
山
薬
王
院
で
防
火
訓
練

真
壁
男
子
ミ
ニ
バ
ス

 

北
関
東
甲
信
越
交
歓
大
会 

出
場

長
年
の
統
計
調
査
功
績
で

 

統
計
調
査
員
５
人
が
県
表
彰
受
賞

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
全
国
大
会
に
県
代
表
と
し
て

出
場
し
た
（
写
真
右
か
ら
）
阿
部
歩
人
さ
ん
、

稲
川
開
陸
さ
ん
、
萩
原
菜
結
さ
ん
、
久
野
陽

翔
さ
ん

作
文
で
警
察
庁
課
長
賞
を
受
賞
し
た
舘
野
諒
子

さ
ん（
写
真
中
央
）と
茨
城
県
警
察
宮み

や

田た

警
部（
写

真
右
）、岩
瀬
西
中
学
校
枝え

だ

川か
わ

健た
け
し

校
長（
写
真
左
）

桜
川
市
近
隣
中
学
校
野
球
大
会
で
３
位
に
輝

い
た
桃
山
中
学
校
野
球
部
の
皆
さ
ん

本
堂
中
央
付
近
か
ら
の
出
火
を
想
定
し
、
消

火
活
動
を
行
う
酒
寄
地
区
自
衛
消
防
団
の
皆

さ
ん

２
月
７
日
、
第
４
回
「
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
教

室
全
国
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
」が
開
催
さ
れ
、

岩
瀬
西
中
学
校
３
年
の
舘
野
諒
子
さ
ん
が
、
警
察

庁
給
与
厚
生
課
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
被
害
者
も
加
害
者
も
出
さ
な
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
犯
罪
被
害
者
の
講
演
を

聞
い
た
中
・
高
校
生
が
作
文
を
応
募
す
る
も
の
で
、

舘
野
さ
ん
は
、「
感
謝
を
伝
え
た
い
」
と
い
う
作

文
を
書
き
ま
し
た
。

家
族
や
友
達
な
ど
へ
の
感
謝
を
「
一
生
懸
命
生

き
る
こ
と
で
伝
え
た
い
」
と
書
い
た
舘
野
さ
ん
。

「
こ
れ
か
ら
も
自
分
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
人
の
命
も

大
切
に
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
26
年
12
月
、
桜
川
Jr
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ

ブ
か
ら
４
人
が
団
体
戦
の
茨
城
県
代
表
と
し
て
選

抜
さ
れ
、
新
潟
県
で
開
催
さ
れ
た
第
23
回
全
国
小

学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
に
出
場
し
ま
し

た
。男

子
チ
ー
ム
に
、
久く

野の

陽あ
き

翔と

さ
ん
（
坂
戸
小
）、

稲い
な

川が
わ

開か
い

陸り

さ
ん
（
坂
戸
小
）、阿あ

部べ

歩て
く

人と

さ
ん
（
水

戸
市
）。女
子
チ
ー
ム
に
萩は

ぎ

原わ
ら

菜な

結ゆ

さ
ん（
羽
黒
小
）

が
出
場
。
結
果
は
、男
子
チ
ー
ム
５
位
。
女
子
チ
ー

ム
は
茨
城
県
過
去
最
高
の
準
優
勝
で
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
は
、「
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
、
精

一
杯
戦
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
胸
を
張
っ
て

話
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
26
年
11
月
、
岩
瀬
桜
川
運
動
公
園
野
球
場

を
メ
ー
ン
会
場
に
第
21
回
桜
川
市
近
隣
中
学
校
野

球
大
会
が
行
わ
れ
、
桃
山
中
学
校
野
球
部
が
３
位

に
輝
き
ま
し
た
。

本
大
会
は
、（
株
）
ス
ミ
ハ
ツ
（
台
山
高
森
工

業
団
地
内
）
が
、
地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
毎
年

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

当
日
は
、
市
内
の
中
学
校
を
は
じ
め
近
隣
の
市

町
か
ら
総
勢
22
校
が
参
加
し
、
３
日
間
の
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

シ
ー
ド
枠
に
入
っ
た
桃
山
中
は
、
１
回
戦
・
２

回
戦
を
勝
ち
上
が
り
、
準
決
勝
戦
で
は
惜
し
く
も

０

－

３
で
敗
れ
ま
し
た
。

１
月
25
日
、
第
61
回
文
化
財
防
火
デ
ー
に
併
せ

て
、
文
化
財
防
火
訓
練
が
真
壁
町
椎
尾
の
椎
尾
山

薬
王
院
本
堂
（
市
指
定
文
化
財
）
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
文
化
財
防
火
デ
ー
（
1
月
26
日
）
は
、
昭
和

24
年
１
月
26
日
の
奈
良
・
法
隆
寺
金
堂
壁
画
の
焼

損
を
き
っ
か
け
に
国
が
定
め
た
も
の
で
す
。

訓
練
が
行
わ
れ
た
同
本
堂
は
、
標
高
２
０
０
ｍ

の
椎
尾
山
中
に
あ
り
、
７
８
２
（
延
暦
元
）
年
に

最さ
い

仙せ
ん

上し
ょ
う

人に
ん

が
開
山
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
古こ

刹さ
つ

で

す
。
当
日
は
、
薬
王
院
、
桜
川
消
防
署
、
桜
川
市

消
防
団
、
酒
寄
地
区
自
衛
消
防
団
と
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
が
参
加
し
、
本
番
さ
な
が
ら
に
貴
重
な
文

化
財
を
守
る
防
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

２
月
14
・
15
日
の
両
日
、
群
馬
県
高
崎
市
で
開

催
さ
れ
た
「
第
26
回
北
関
東
甲
信
越
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
歓
大
会
兼
高
崎
市
長
杯
争
奪
交

歓
大
会
」
に
、
真
壁
男
子
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
出
場
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
は
、
北
関
東
甲
信
越
か
ら
12
チ
ー

ム
が
参
加
。
同
チ
ー
ム
は
予
選
ブ
ロ
ッ
ク
の
リ
ー

グ
戦
で
は
白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ
れ
た
中
、
惜

敗
し
ま
し
た
。
し
か
し
第
３
位
の
チ
ー
ム
同
士
で

競
わ
れ
る
交
歓
会
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
、
地
元
高
崎

市
の
２
チ
ー
ム
に
勝
利
し
て
優
勝
し
ま
し
た
。

６
年
生
に
と
っ
て
は
今
大
会
が
最
後
の
大
会
で

あ
り
、
思
い
出
に
残
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

１
月
21
日
に
茨
城
県
庁
で
行
わ
れ
た
平
成
26
年

度
茨
城
県
統
計
功
労
者
表
彰
式
で
、
桜
川
市
統
計

調
査
員
の
野の

尻じ
り

光み
つ

男お

さ
ん
（
西
小
塙
地
区
）、
深ふ

か

谷や

豊と
よ

明あ
き

さ
ん（
亀
岡
地
区
）、
荻お

ぎ

原わ
ら

雄ゆ
う

一い
ち

さ
ん（
鍬

田
地
区
）
の
３
人
が
知
事
表
彰
を
、
臼う

す

井い

千ち

代よ

子こ

さ
ん
（
真
壁
町
亀
熊
地
区
）、
仁に

平へ
い

廣ひ
ろ
し
さ
ん
（
友

部
地
区
）
の
２
人
が
統
計
協
会
総
裁
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
長
年
に
わ
た
る
調
査
員
と
し
て
の
各

種
統
計
調
査
へ
の
協
力
や
統
計
思
想
の
普
及
と
向

上
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
受
賞
さ
れ
た

皆
さ
ん
は
、「
今
後
も
統
計
調
査
活
動
に
協
力
し

て
い
き
た
い
」
な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

南
飯
田
ミ
ニ
バ
ス
女
子

 

桜
川
市
新
人
大
会
で
優
勝

い
ば
ら
き
っ
子
郷
土
検
定
県
大
会

 

大
和
中
が
市
代
表
で
出
場

桜
川
市
新
人
大
会
で
優
勝
し
た
南
飯
田
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
女

子
）
の
皆
さ
ん

郷
土
検
定
県
大
会
で
、
相
談
し
な
が
ら
解
答

す
る
大
和
中
学
校
生
徒
の
皆
さ
ん

１
月
17
・
18
日
、桜
川
市
総
合
体
育
館「
ラ
ス
カ
」

を
メ
ー
ン
会
場
に
第
９
回
桜
川
市
ウ
ィ
ン
タ
ー

カ
ッ
プ
ミ
ニ
バ
ス
新
人
大
会
が
開
催
さ
れ
、
女
子

の
部
で
南
飯
田
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
が
優
勝
し
ま
し
た
。

大
会
は
小
学
５
年
生
以
下
の
新
チ
ー
ム
で
行
わ

れ
、市
内
を
は
じ
め
、近
隣
市
町
か
ら
男
女
32
チ
ー

ム
が
参
加
。
１
回
戦
か
ら
白
熱
し
た
試
合
が
展
開

さ
れ
た
中
、
見
事
同
チ
ー
ム
が
優
勝
に
輝
き
ま
し

た
。清し

水み
ず

春は
る

花か

キ
ャ
プ
テ
ン
は
、「
優
勝
し
た
こ
と

に
満
足
せ
ず
に
、
自
分
達
の
目
標
に
向
か
っ
て
練

習
を
頑
張
り
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

２
月
７
日
、水
戸
市
の
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、

各
市
町
村
代
表
校
に
よ
る
第
２
回
い
ば
ら
き
っ
子

郷
土
検
定
県
大
会
が
開
催
さ
れ
、
市
の
大
会
を
優

勝
し
た
大
和
中
学
校
が
代
表
校
と
し
て
出
場
し
ま

し
た
。

こ
の
大
会
は
県
内
の
中
学
２
年
生
を
対
象
に
、

郷
土
に
愛
着
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
、
茨
城
県
が
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

当
日
は
、
45
校
２
２
５
人
が
出
場
。
５
人
一
組

で
、
記
述
式
３
問
、
早
押
し
２
問
を
回
答
し
、
回

答
数
を
競
い
ま
し
た
。

大
和
中
の
選
手
た
ち
は
、勉
強
の
成
果
を
発
揮
。

惜
し
く
も
予
選
敗
退
と
な
り
ま
し
た
。

7 さくらがわ　2015.3.17

茨
城
県
県
西
地
区
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

秋
季
大
会
に
優
勝
し
、
北
関
東
甲
信
越
交
歓

大
会
へ
出
場
し
た
選
手
の
皆
さ
ん

大
塚
市
長(

写
真
中
央)

へ
県
統
計
功
労
者
表

彰
受
賞
の
報
告
を
し
た
（
写
真
右
か
ら
）
臼

井
千
代
子
さ
ん
、
深
谷
豊
明
さ
ん
、
野
尻
光

男
さ
ん
、
荻
原
雄
一
さ
ん

さくらがわ　2015.3.1 6



INFORM
ATION

情
報
ひ
ろ
ば

桜川市の放射線量

単位：マイクロシーベルト（μSv）／時間

■
測
定
場
所
／
岩
瀬
庁
舎
駐
車
場 

地
上
１
ｍ
（
毎
週
測
定
）

■
測
定
結
果
／
い
ず
れ
も
健
康
に
害

の
な
い
数
値
で
す
。

■
シ
ー
ベ
ル
ト（
Sv
）／
人
の
体
が
放

射
線
を
受
け
た
時
の
影
響
を
表
す
単

位■
問
合
先
／
環
境
対
策
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

※
保
育
所
、幼
稚
園
、小
・
中
学
校
の

測
定
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

歯科　小児歯科 インプラント
（自由診療 １歯 20 万円～）

床　矯　正
（自由診療 ９万円～）

桜川市西飯岡539-4  坂戸小学校正門前 ☎0296－76－3700http://www.yanagida-dc.com

■診療時間／午前9：00～ 12：30 
　　　　　　午後2：30～　7：00
■休 診 日／木曜午後・土曜午後・日曜・祝日

歯科医師　柳田佳代子　柳田充康

歯科用CTあり（撮影料 19,800 円～）

誠
実
に
、
忠
実
に
。

あ
な
た
の
側
で
、

そ
ば

介護のご相談は

居宅介護支援事業所

さくらがわさくらがわ
☎0296-20-6071

入所・短期入所・
通所リハビリテーション

介護老人保健施設

さくらがわさくらがわ
☎0296-20-6071
URL:http://www.douaikai.or.jp

内科・外科・消化器内科・
循環器科・呼吸器科・耳鼻咽喉科

延島クリニック延島クリニック
☎0296-58-5058
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　税・保険料は納期内に納め
るようにしましょう。
　また、納め忘れがなく簡
単で便利な口座振替制度を
ご利用ください。

３月納期の
税・保険料

測定日

（天気）

測定時間

9 時 12 時 15 時

2/2（晴） 0.052 0.052 0.052

2/9（晴） 0.053 0.054 0.054

2/16（晴） 0.051 0.052 0.052

　市民の皆様の声を行政に反映
するために、市長とお話しして
みませんか。話題はなんでも結
構です。
　なお、市長は職務上、急な用
務が入る場合がありますので、
その場合は副市長などが対応す
ることになります。
　お手数でも事前（前日）にお
問い合わせください。
■日時／ 3 月 23 日（月）
   9 時～ 12 時・13 時～ 16 時
■場所／市役所 岩瀬庁舎
■�問合先／秘書広報課（☎ 58-

5111・75-3111 代表）
※  次 回 ／ 4 月 20 日（ 月 ） は、

市役所真壁庁舎で、「市民の日」
を開催します。

市長と語ろう！
　「市民の日」

募
集

学
校
図
書
館
協
力
員�

募
集

学
校
教
育
課

■
募
集
人
数
／
若
干
名

■
任
用
期
間
／
５
月
１
日
（
金
）

～
９
月
30
日
（
水
）

■
勤
務
内
容
／
市
内
小
中
学
校
の

図
書
室
の
蔵
書
管
理
（
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
）
お
よ
び
環
境
整
備
な

ど

国民健康保険税  随時
後期高齢者医療保険料 随時

介護保険料 随時

納期限／ 3 月 31 日（火）

■
勤
務
条
件
／
月
～
金
曜
日
（
１

日
５
時
間
、
週
25
時
間
程
度
）

■
勤
務
要
件
／
パ
ソ
コ
ン
操
作
が

で
き
る
方
（
簡
単
な
試
験
を
行
い

ま
す
。）

■
勤
務
場
所
／
市
内
小
中
学
校

■
報
酬
／
時
給 

８
０
０
円

■
通
勤
手
当
／
１
日
１
０
０
円

（
片
道
２
㎞
以
上
の
場
合
）

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
（
写
真
添

付
）
を
持
参
ま
た
は
郵
送

■
申
込
期
限
／
３
月
27
日
（
金
）

必
着

■
そ
の
他
／
勤
務
時
間
な
ど
は
協

議
の
上
決
定
し
ま
す
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
学
校
教

育
課
（
〒
３
０
０-

４
４
９
５ 

桜
川
市
真
壁
町
飯
塚
９
１
１ 

☎
０
２
９
６-

55-

１
１
９
８

直
通
、
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

坂
戸
幼
稚
園
臨
時
職
員�

募
集

坂
戸
幼
稚
園

■
募
集
人
数
／
１
名

■
任
用
期
間
／
平
成
27
年
４
月
１

日
～
平
成
28
年
３
月
31
日

■
勤
務
内
容
／
幼
稚
園
教
諭
（
１

名
ク
ラ
ス
担
任
）

■
勤
務
時
間
／
８
時
15
分
～
17
時

（
幼
稚
園
保
育
日
）

■
勤
務
要
件
／
幼
稚
園
教
諭
の
免

許
を
有
す
る
方

■
勤
務
場
所
／
坂
戸
幼
稚
園

■
報
酬
／
日
給 

８，
０
０
０
円

■
通
勤
手
当
／
１
日
１
０
０
円

（
片
道
２
㎞
以
上
の
場
合
）

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
（
写
真
添

付
）
を
持
参
ま
た
は
郵
送

■
申
込
期
限
／
３
月
16
日
（
月
）

必
着

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
坂
戸
幼

稚
園
（
〒
３
０
９-

１
２
２
１ 

桜
川
市
西
飯
岡
５
５
８-

１ 

☎

０
２
９
６-

75-

２
１
４
９
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

大
和
・
岩
瀬
中
央
公
民
館
臨

時
職
員�

募
集

生
涯
学
習
課

■
募
集
人
数
／
２
名

■
任
用
期
間
／
５
月
１
日
（
金
）

～
７
月
31
日
（
金
）、
再
雇
用
あ

り■
勤
務
内
容
／
子
ど
も
の
体
験
活

動
の
補
助
お
よ
び
準
備
、片
付
け
、

安
全
管
理
な
ど

■
勤
務
条
件
／
毎
週
土
曜
日
（
８

時
30
分
～
12
時
30
分
）
勤
務
で
き

る
方

■
勤
務
要
件
／
市
内
在
住
で
健
康

に
自
信
の
あ
る
方

■
勤
務
場
所
／
大
和
中
央
公
民
館

お
よ
び
岩
瀬
中
央
公
民
館

■
報
酬
／
時
給 

８
５
０
円

■
通
勤
手
当
／
１
日
１
０
０
円

（
片
道
２
㎞
以
上
の
場
合
）

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
（
写
真
添

付
）
を
持
参
ま
た
は
郵
送

■
申
込
期
限
／
３
月
20
日
（
金
）

必
着

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
生
涯
学

習
課
（
〒
３
０
０-

４
４
０
８ 

桜
川
市
真
壁
町
真
壁
１
９
８
☎

０
２
９
６-

23-

８
５
２
１
、
内

線
４
１
０
３
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

市
政
モ
ニ
タ
ー
募
集秘

書
広
報
課

　

地
域
と
市
政
の
橋
渡
し
と
な
る

市
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■
活
動
内
容
／
ま
ち
づ
く
り
へ
の

提
言
や
要
望
の
提
出
、
市
政
に
つ

い
て
意
見
交
換
す
る
モ
ニ
タ
ー
会

議
（
年
２
回
程
度
）
へ
の
出
席

■
任
期
／
委
嘱
の
日
（
平
成
27
年

６
月
予
定
）
～
平
成
28
年
３
月
31

日
ま
で
の
約
１
年
間

■
募
集
人
数
／
５
人

■
申
込
要
件

・
市
内
に
住
む
20
歳
以
上
の
方

・ 

公
務
員
お
よ
び
地
方
公
共
団
体

の
議
会
議
員
で
な
い
方

・ 

過
去
に
市
政
モ
ニ
タ
ー
の
経
験

が
な
い
方

■
申
込
方
法
／
ハ
ガ
キ
、
電
話
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
職
業
・
電
話
番
号
を
明
記
）

■
申
込
期
限
／
４
月
24
日
（
金
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
秘
書
広

報
課
（
〒
３
０
９-

１
２
９
３

桜
川
市
羽
田
１
０
２
３
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内

線
１
２
６
８
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
９
６

-

58-

５
０
８
２
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

「
県
西�

県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

展
示
作
品
募
集
（
無
料
）

茨
城
県
県
西
県
民
セ
ン
タ
ー

　

県
民
の
皆
様
の
作
品
展
示
・
発

表
の
場
と
し
て
「
県
西
県
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
」
を
無
料
で
提
供
し
て
い

ま
す
。

■
場
所
／
筑
西
合
同
庁
舎
１
階

ホ
ー
ル

■
利
用
要
件
／
県
西
地
域
に
お
住

ま
い
ま
た
は
お
勤
め
の
方
で
構
成

さ
れ
、
当
セ
ン
タ
ー
が
展
示
を
認

め
た
２
人
以
上
の
団
体
な
ど
（
政

治
思
想
や
個
人
的
主
義
・
主
張
を

目
的
と
し
た
利
用
は
出
来
ま
せ

ん
。）

■
展
示
用
具
／
展
示
穴
あ
き
パ
ネ

ル
10
枚
、
フ
ッ
ク
30
本
、
長
机

■
展
示
期
間
／
１
週
間
単
位
で
最

大
４
週
間
（
土
・
日
、
祝
日
を
除

く
。）

■
展
示
時
間
／
８
時
30
分
～
17
時

15
分

■
問
合
せ･

申
込
先
／
茨
城
県
県

西
県
民
セ
ン
タ
ー 

県
民
福
祉
課

（
☎
０
２
９
６-

24-

９
０
７
４
）

お
知
ら
せ

「
が
ん
ば
っ
ぺ
！
茨
城
」
企

業
説
明
会

茨
城
労
働
局

　

茨
城
労
働
局
と
茨
城
県
は
、
平

成
28
年
３
月
大
学
等
の
卒
業
者

（
既
卒
者
を
含
み
ま
す
。）
を
対
象

に
企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
希
望
の
学
生
は
、
当
日
会

場
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
場
所
お
よ
び
日
時

・ 

水
戸
会
場
／
ホ
テ
ル
レ
イ
ク

ビ
ュ
ー
水
戸
、３
月
23
日
（
月
）、

24
日
（
火
）・
13
時
30
分
～

・ 

土
浦
会
場
／
ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド

筑
波
、
３
月
25
日
（
水
）、
26

日
（
木
）・
13
時
30
分
～

■
そ
の
他
／
開
催
期
間
中
は
、
11

時
か
ら
「
就
活
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
し
ま
す
。

■
問
合
先
／
茨
城
労
働
局
職
業

安
定
課
（
☎
０
２
９-

２
２
４-

６
２
１
８
）
ま
た
は
各
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
ま
で

寄
付
金

　

旧
大
和
森
林
組
合
様

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金

は
、
桜
川
市
の
森
林
保
全
事
業
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

寄　

贈

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

育
泳
会
様
か
ら

岩
瀬
温
水
プ
ー
ル
「
サ
ン
パ
ル
」

に
ビ
ー
ト
版
（
カ
ラ
ー
ビ
ー
ト
）

20
枚
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



健康ガイド
Health�guide

月分

《問合先》健 康 推 進 課
　　　　 ☎ 0 2 9 6 － 7 5 － 3 1 5 9（直通）
　　　　 ☎ 58－5111・75－3111（代表）

桜川市真壁町桜井765-2

～ お客さまに 豊かさと繁栄を ～～ お客さまに 豊かさと繁栄を ～

TEL 0296-54-1540
Homepage  http://www.furuhashikaikei.com

古橋伸夫税理士事務所古橋伸夫税理士事務所 無料法律相談
4月12日（日）・26日（日）
3月15日（日）・29日（日）

☎ 029-869-9500
つくば市吾妻3-10-13
つくば文化ビル3A

茨城県弁護士会所属　程塚  智則
場所：学園都市法律事務所

※事業・法人は
　30分5400円（税込）

安心できる地元の弁護士

予約制

筑波メディカル
センター近く

「
自
殺
防
止
つ
な
が
る
“
わ
”・
さ
さ
え
る
“
わ
”
茨
城
い
の
ち
の

絆
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
実
施
中
！
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４

乳
幼
児
健
診
・

　
　
　
　

育
児
相
談

岩
瀬
・
大
和
地
区
の
方

■
１
歳
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
26
・
４
月
生

・
日
程
／
４
月
21
日
（
火
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票

■
１
歳
６
か
月
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
25
・
８
月
、
９
月
生

・
日
程
／
４
月
14
日
（
火
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

歯
ブ
ラ
シ
（
子
ど
も
用
と
仕
上

げ
み
が
き
用
）

真
壁
地
区
の
方

■
１
歳
６
か
月
児
健
診

・�

対
象
／
Ｈ
25
・
７
月
、
８
月
、

９
月
生

・
日
程
／
４
月
16
日
（
木
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�
持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

歯
ブ
ラ
シ
（
子
ど
も
用
と
仕
上

げ
み
が
き
用
）

■
３
歳
児
健
診

・�

対
象
／
Ｈ
24
・
１
月
、
２
月
、

３
月
生

・
日
程
／
４
月
22
日
（
水
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

精
神
保
健

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
要
予
約
）

・
日
程
／
４
月
20
日
（
月
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
開
催
時
間
／
13
時
～
15
時

・�

内
容
／
精
神
保
健
福
祉
士
が
担

当
し
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

健
康
相
談

■
総
合
健
康
相
談
（
要
予
約
）

・
対
象
／
乳
幼
児
～
高
齢
者

・�

日
程
／
４
月
８
日
（
水
）・
22

日
（
水
）

・�

会
場
／
健
康
推
進
課
（
岩
瀬
庁

舎
）、
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
10
時
～
11
時
30
分

献
血

■
４
月
22
日
（
水
）

・
会
場
／
岩
瀬
中
央
公
民
館

・�

受
付
時
間
／
９
時
30
分
～
15
時

30
分

休
日
応
急
診
察

　
　
　
　

医
療
機
関

４
月
５
日
（
日
）

・�

医
療
機
関
名
／
つ
く
し
野
ク
リ

ニ
ッ
ク

・
住
所
／
真
壁
町
椎
尾
２
０
２
２

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

20-

７
７
５
５

４
月
12
日
（
日
）

・�

医
療
機
関
名
／
延
島
ク
リ
ニ
ッ

ク
・
住
所
／
東
飯
田
６
０
０

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

58-

５
０
５
８

４
月
19
日
（
日
）

・�

医
療
機
関
名
／
な
か
は
ら
整
形

外
科
医
院

・�

住
所
／
真
壁
町
飯
塚
４
９
６-

１
・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

23-

９
９
５
５

４
月
26
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
袖
山
医
院
本
院

・
住
所
／
西
桜
川
１-

43

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-

２
０
１
９

４
月
29
日
（
水
）

・
医
療
機
関
名
／
仁
保
内
科
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
真
壁
４
２
５

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

23-

８
０
８
８

※
当
番
医
は
、
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
休
日
の
場
合

は
各
庁
舎
の
日
直
、
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
確
認
の
う
え

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

定
期
予
防
接
種
に
は
接
種
期
間

が
平
成
27
年
３
月
31
日
（
火
）
ま

で
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

未
接
種
の
方
は
早
め
に
受
け
て

く
だ
さ
い
。

■
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
（
Ｍ
Ｒ
）

ワ
ク
チ
ン�

２
期

・
対
象
者
／
い
わ
ゆ
る
年
長
児

・
費
用
／
全
額
公
費
負
担

・
接
種
場
所
／
県
内
医
療
機
関

■
水
痘�

１
回
目
（
経
過
措
置
）

・
対
象
者
／
３
歳
児
・
４
歳
児

・
費
用
／
全
額
公
費
負
担

・
接
種
場
所
／
県
内
医
療
機
関

予
防
接
種
は
お
す
み
で
す
か
？

３
月
は
「
自
殺
対
策
強
化
」
月
間
で
す
!!

「
い
の
ち
の
電
話
」

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員 

募
集

　

県
内
の
１
年
間
の
自
殺
者
数
は

約
6
０
０
人
と
い
う
深
刻
な
状
況

で
す
。
つ
ら
い
こ
と
・
苦
し
い
こ

と
は
ひ
と
り
で
抱
え
ず
、
悩
み
を

相
談
し
ま
し
ょ
う
。
あ
な
た
に
は

相
談
で
き
る
人
が
い
ま
す
。

◆
茨
城
い
の
ち
の
電
話

・ 

つ
く
ば 

☎
０
２
９-

８
５
５-

１
０
０
０
（
毎
日
24
時
間
）

・ 

水
戸 

☎
０
２
９-

３
５
０-

■
応
募
期
限
／
５
月
８
日
（
金
）

必
着

■
応
募
資
格
／
23
歳
～
63
歳
ま
で

の
方
で
、
い
の
ち
の
電
話
の
趣
旨

に
賛
同
し
、
活
動
に
積
極
的
に
参

加
し
て
く
だ
さ
る
方

■
募
集
人
数
／
40
名
程
度

■
い
の
ち
の
電
話
と
は
／
自
殺
予

防
を
目
的
と
し
、
助
け
や
励
ま
し

な
ど
を
求
め
て
い
る
方
の
相
談
に

電
話
で
応
じ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
で
す
。茨
城
い
の
ち
の
電
話
は
、

３
６
５
日
、
24
時
間
体
制
で
、
１

か
月
に
２，
０
０
０
件
あ
ま
り
の

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

■
研
修
期
間
／
平
成
27
年
６
月
～

平
成
29
年
３
月

※
原
則
と
し
て
月
３
回

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
社
会
福

祉
法
人 

茨
城
い
の
ち
の
電
話

事
務
局
（
☎
０
２
９-

８
５
２-

８
５
０
５
）

■
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

・ 

対
象
者
／
平
成
26
年
度
に
65
歳
・

70
歳
・
75
歳
・
80
歳
・
85
歳
・

90
歳
・
95
歳
・
１
０
０
歳
以
上

の
方

・ 

費
用
／
公
費
負
担
３，
０
０
０

円
・
接
種
場
所
／
県
内
医
療
機
関

※
接
種
希
望
者
は
、
必
ず
来
院
前

に
電
話
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
健
康
推
進
課
（
☎

０
２
９
６-

75-

３
１
５
９
直

通
、
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

解像度不足
１
０
０
０
（
毎
日
13
時
～
20
時
）

・ 

☎
０
１
２
０-

７
３
８-

５
５
６

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
毎
月
10
日
、

24
時
間
）

◆
い
ば
ら
き
こ
こ
ろ
の
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
〈
年
末
年
始
と
祝
日
除
く
。〉

・ 

☎
０
２
９-

２
４
４-

０
５
５
６

（
月
曜
～
金
曜
日
、
9
時
～
12

時
・
13
時
～
16
時
）

・ 

☎
０
１
２
０-

２
３
６-

５
５
６

（
土
日
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
９
時

～
12
時
・
13
時
～
16
時
）

☎
相
談
機
関



コンドー楽器コンドー楽器 ☎0296-22-4380☎0296-22-4380

無料体験レッスン開講無料体験レッスン開講

らっきークラス
ぷっぷるクラス 
おんがくなかよし 
幼　　児　　科 
ＪＳ基礎コース

１歳児
２歳児
３歳児
４・５歳児
小学生

3/11(水)・22(日) 9:50
3/11(水)・22(日) 10:30
3/11(水)・22(日) 11:20
3/11(水) 15:00、22(日) 13:30
3/11(水) 16:00、22(日) 14:30

コース 対象者 開催日時

火曜定休

※「下館駅南センター」（筑西市二木成1246）が会場です。事前にお申し込みください。
　見学は、いつでもできます。お問い合わせください。

時間

※祝日のある週は、水曜診察致します。

▼診察時間

9：30～12：30
12：30

9：00
〜

（受付は 12：00まで）

（受付は 18：30まで）
14：30～19：00

曜日 月 火 水 木 金 土 日

◯

◯

◯ 休

休

休

休休◯

◯

◯

◯

◯

来院前に、必ずご連絡ください。

寄　付

寄　

贈

寄　贈

寄　

付

　

本
木
地
区
の
根
本
守
さ
ん
か

ら
、
市
の
教
育
振
興
に
役
立
て
て

ほ
し
い
と
５
０
０
万
円
の
寄
付
が

あ
り
ま
し
た
。

　

不
動
産
会
社
を
設
立
し
て
43
年

に
な
る
根
本
さ
ん
。
い
つ
も
「
地

域
に
支
え
ら
れ
今
が
あ
る
」
と
の

思
い
で
、
社
会
に
還
元
を
考
え
て

い
て
、
過
去
に
旧
大
和
村
に
も
寄

付
を
し
て
い
ま
す
。

　

根
本
さ
ん
は
、「
利
益
の
一
部

を
還
元
し
、
地
域
の
教
育
発
展
の

お
役
に
立
ち
た
い
。
今
後
も
、
あ

と
7
年
間
仕
事
を
続
け
、
50
年
目

を
迎
え
ら
れ
よ
う
に
頑
張
り
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

１
月
22
日
、
茨
城
県
庁
で
平
成

26
年
度
茨
城
県
下
水
道
促
進
週
間

コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
市
内
小
・
中
学
生
3
人
が
受

賞
し
ま
し
た
。

　

絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
部
門
で
内う
ち
た田

彩さ
あ
や愛

さ
ん
（
岩
瀬
西
中
１
年
）
が

知
事
賞
準
特
選
に
選
ば
れ
た
ほ

か
、
作
文
部
門
で
泉

い
ず
み

咲さ

や

こ
也
子
さ
ん

（
羽
黒
小
3
年
）・
標
語
部
門
で

安あ
だ
ち達

大だ
い
き起

さ
ん（
岩
瀬
東
中
3
年
）

が
そ
れ
ぞ
れ
知
事
賞
入
選
に
輝
き

ま
し
た
。

　

２
月
５
日
に
東
京
都
千
代
田
区

で
茨
城
県
人
会
連
合
会
新
年
賀
詞

交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

首
都
圏
に
お
住
ま
い
の
茨
城
県

出
身
の
方
や
ゆ
か
り
の
あ
る
方
、

県
内
の
政
財
界
関
係
者
な
ど
が
大

勢
集
ま
る
な
か
で
、
真
壁
の
ひ
な

ま
つ
り
を
は
じ
め
と
す
る
観
光
や

桜
川
市
内
の
地
酒
な
ど
の
物
産
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

桜
川
市
の
展
示
ブ
ー
ス
の
前
で

は
、
展
示
さ
れ
て
い
る
雛
人
形
に

多
く
の
方
が
足
を
止
め
、
じ
っ
と

見
入
っ
た
り
、
写
真
に
収
め
る
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
酒

の
試
飲
も
た
い
へ
ん
好
評
で
、
多

く
の
方
が
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し

た
。

　

２
月
に
、
ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
・
シ

テ
ィ
の
広
沢
農
園
（
筑
西
市
茂
田

地
区
）
が
、
市
内
の
公
立
幼
稚
園

に
約
１
６
０
本
の
バ
ナ
ナ
を
寄
贈

し
ま
し
た
。

　

同
農
園
で
は
、
約
３
０
０
本
の

バ
ナ
ナ
の
木
を
ハ
ウ
ス
で
栽
培
。

幼
稚
園
で
行
わ
れ
る
園
児
た
ち
の

チ
ョ
コ
バ
ナ
ナ
作
り
に
合
わ
せ

て
、
食
べ
ご
ろ
に
実
っ
た
バ
ナ
ナ

が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

広
沢
商
事
株
式
会
社
企
画
部
長

の
荒あ

ら
き木

茂し
げ
お
き起

さ
ん
は
、「
子
ど
も

た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
。
農

園
に
も
社
会
学
習
に
来
て
く
だ
さ

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

根ね

も

と本
守ま

も
る

さ
ん

市
教
育
に
５
０
０
万
円
寄
付

広
沢
農
園　

園
児
た
ち
に

バ
ナ
ナ
約
１
６
０
本
寄
贈

教
育
振
興
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
根
本
守

さ
ん
（
写
真
左
）
か
ら
、
大
塚
市
長
（
写

真
右
）
へ
寄
付
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

茨
城
県
人
会
の
集
ま
り
で
、
市
職
員
な
ど

が
桜
川
市
の
観
光
や
地
酒
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し

た
。

右
写
真
／
準
特
選
の
内
田
彩
愛
さ
ん

左
写
真
／
入
選
し
た
安
達
大
起
さ
ん
（
写

真
右
）
と
泉
咲
也
子
さ
ん
（
写
真
左
）

バ
ナ
ナ
を
届
け
た
広
沢
商
事
株
式
会
社
の

荒
木
茂
起
さ
ん
（
写
真
中
央
）
と
バ
ナ
ナ

に
喜
ぶ
や
ま
と
幼
稚
園
児
の
皆
さ
ん

県
下
水
道
促
進
コ
ン
ク
ー
ル

市
内
小
・
中
学
生
が
受
賞

茨
城
県
人
会
で

市
観
光
・
名
産
品
を
Ｐ
Ｒ

12さくらがわ　2015.3.1



弁護士法人 萩原総合法律事務所弁護士法人 萩原総合法律事務所 ☎0296-48-8875
筑西市乙828番3 SATOHビル2階（JR下館駅南口徒歩30秒）

（月～金  9:00～12:00、13:00～17:30）茨城県弁護士会所属　弁護士　萩原 慎二茨城県弁護士会所属　弁護士　萩原 慎二

検索萩原総合

日　時：3月29日（日） 9：00～17：00
場　所：弁護士法人 萩原総合法律事務所

予約制となります。どなたでも無料でご相談いただけます。

下館駅　南口
至新治至玉戸

● ホテル新東

1F BIGFACE

ひらり ●

入口

●
パチンコ
グランド麗都

●バス停
　下館駅南口

P

SATOHビル ２階

無料法律相談会開催のお知らせ無料法律相談会開催のお知らせ

発電所で使われていた土管（展示品）

「真壁町水力電気設立願」に添付された
発電機や水車の図面（展示品）

歴史資料館企画展のポスター
（2月 4日～ 5月 10 日）

歴

No.59
教育委員会文化財課
文化財グループ
（�☎58-5111・75-
3111代表）

史
資
料
館
だ
よ
り

　

真
壁
伝
承
館
歴
史
資
料
館
で

は
、
第
６
回
企
画
展
を
、
２
月
４

日
（
水
）
～
５
月
10
日
（
日
）
ま

で
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

今
か
ら
約
１
０
０
年
前
、
市
内
に

あ
っ
た
水
力
発
電
所
の
資
料
を
中

心
に
、
電
気
・
電
力
に
関
す
る
展

示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
展
示
品
は
、
明
治
41

（
１
９
０
８
）
年
に
提
出
さ
れ
た

「
真
壁
町
水
力
電
気
設
立
願
」
で

す
。
こ
れ
は
水
力
発
電
所
を
建
設

す
る
た
め
に
出
さ
れ
た
申
請
書

企画展

電
気
の
百
年 
～ 
真
壁
水
力
電
気
小
史 

～

で
、
建
設
工
事
の
概
要
が
説
明
さ

れ
て
い
て
、
何
枚
か
の
図
面
も
添

付
さ
れ
て
い
ま
す
。
図
面
は
非
常

に
精せ

い
ち緻
で
、
色
も
塗
ら
れ
、
陰
影

も
表
現
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
図
面

と
い
う
よ
り
は
絵
画
の
よ
う
な
趣

が
あ
り
、
興
味
深
い
も
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
明
治
44
年
に
水
力
発

電
所
の
事
業
認
可
が
お
り
、
翌
年

真
壁
水
力
電
気
株
式
会
社
が
設
立

さ
れ
、
真
壁
町
田
字
山
口
の
山
中

に
水
力
発
電
所
が
建
設
さ
れ
ま

す
。
当
時
は
ま
だ
自
動
車
の
普
及

し
て
い
な
い
時
代
で
、
資
材
の
運

搬
は
荷
馬
車
で
行
う
な
ど
、
大
変

困
難
な
工
事
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
難
工
事
の
一
端
を
示
す
も

の
と
し
て
、
当
時
の
発
電
所
で
実

際
に
使
わ
れ
て
い
た
土
管
を
展
示

し
て
い
ま
す
。
長
さ
約
70
㎝
、
内

側
の
直
径
が
約
39
㎝
あ
り
、
３
～

４
人
で
な
い
と
持
ち
運
び
で
き
な

い
よ
う
な
重
さ
の
も
の
で
、
川
の

上
流
で
取
水
し
た
水
を
発
電
所
に

運
ぶ
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
土
管
は
今
で
も
山
中
に

埋
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
川
か
ら
発

電
所
ま
で
の
距
離
か
ら
計
算
す
る

と
２
，０
０
０
本
以
上
使
用
さ
れ

て
い
た
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
を
ふ

も
と
か
ら
山
の
上
に
運
搬
す
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
当
時
の
苦
労
が

し
の
ば
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
他
に
も
真
壁
水
力
電
気

株
式
会
社
に
関
す
る
帳
簿
類
や
当

時
の
写
真
な
ど
も
展
示
し
て
い
ま

す
。
近
年
は
東
日
本
大
震
災
の
影

響
も
あ
っ
て
、
火
力
発
電
に
使
う

燃
料
や
、
太
陽
光
・
風
力
発
電
な

ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関

連
し
た
話
な
ど
を
日
々
耳
に
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

よ
り
身
近
な
話
題
と
な
っ
た
電

気
・
電
力
に
関
す
る
企
画
展
を
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
３
月
８
日
（
日
）、
９

時
～
12
時

■
集
合
場
所
／
真
壁
伝
承
館

■
コ
ー
ス
／
歴
史
資
料
館
で
展
示

解
説
後
、
山
口
発
電
所
の
跡
地
を

歩
き
ま
す
。
往
復
約
６
㎞
の
緩
や

か
な
山
道
で
す
。

■
定
員
／
先
着
20
名

■
備
考
／
雨
天
の
場
合
は
展
示
解

説
の
み
行
い
ま
す
。
別
途
行
事
保

険
代
を
徴
収
し
ま
す
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
文
化
財
課

（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内
線
３
２
２
１
）

参
加
者
募
集

山
口
発
電
所
の
跡
地
を
歩
く
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新刊 紹介BOOK REVIEW

《児童図書》
少女探偵　月原美音	 横山　佳	作／スカイエマ	絵
フキノトウになった女の子	 寮　美千子	文／鈴木隆一	絵
ひかりのりゅう	 小野美由紀	文／ひだかきょうこ	絵
おばけのあんみつ	 国松エリカ	作
おひさまはどこ？	 フィリス・ルート	作／メアリー・グランプレ	絵
《一般図書》
郷里松島への長き旅路	 西村京太郎	著
冬の皇帝	 野呂　邦暢	著
不用品活用手作り作品集　捨てないで！	 浜崎　幸恵	著
おいしい野菜がたくさんできる！
　　　　　土・肥料の作り方・使い方	 原　由紀子	著
白菜１０１！	レシピ	 レタスクラブＭＯＯＫ

貸
出
期
間	

▼	

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間	

▼	

９
時
〜
17
時

休
館
日	

▼	

月
曜
日
・
祝
日

問
合
先	

▼	

☎
０
２
９
６-

75-

０
３
４
４

【今月のお薦め本】

日本の歴史人物大事典
矢部健太郎	監修

【今月のお薦め本】

悲嘆の門　上・下
宮部みゆき	著

貸
出
期
間	

▼	

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間	

▼	

９
時
〜
17
時

休
館
日	

▼	

月
曜
日
・
祝
日

問
合
先	

▼	

☎
０
２
９
６-

58-

７
１
１
７

《児童図書》
とびばこのひるやすみ	 村上しいこ	作／長谷川義史	絵
ときめきのへや	 セルジオ・ルッツィア	作／福本友美子	訳
まどから	おくりもの	しかけ絵本	 五味　太郎	作・絵
ぼくとかあさん	 いもとようこ	作・絵
パンダ銭湯	 Tupera	tupera	作
《一般図書》
物語のおわり	 湊　かなえ	著
阿蘭陀西鶴	 朝井まかて	著
雑談力が上がる話し方	 齋藤　　孝	著
ローカル線で行こう！	 真保　裕一	著
花のさくら通り	 荻原　　浩	著

【今月のお薦め本】

紙つなげ！
彼らが本の紙を造っている
再生・日本製紙石巻工場

佐々涼子	著

《児童図書》
１０代のうちに知っておきたい	折れない心の作り方	 水島　広子	著
らくごで笑学校	 斉藤　　洋	作／陣崎　草子	絵
ぎゅうぎゅうぎゅう	 はたこうしろう	え／おーなり由子	ぶん
あいうえおのえほん	 西村繁男	絵／内田麟太郎	文
さくら	 矢間芳子	絵／長谷川摂子	文
《一般図書》
「役に立たない」と思う本こそ買え	 森田　正光	著
寝たきり老人になりたくないなら	大腰筋を鍛えなさい	 久野　譜也	著
晩鐘	 佐藤　愛子	著
警察（サツ）回りの夏	 堂場　瞬一	著
新・御宿かわせみ	千春の婚礼	 平岩　弓枝	著

貸
出
期
間	

▼	

２
週
間（
資
料
合
計:

１
人
10
冊
ま
で
）

開
放
時
間	

▼	

平
日
10
時
〜
18
時
、土
・
日
曜
日
９
時
〜
17
時

休
館
日	

▼	

月
曜
日
・
祝
日

問
合
先	

▼	

☎
０
２
９
６-

23-

８
５
２
５

真壁伝承館 真壁図書館

大和中央公民館

岩瀬中央公民館

桜川市内

配達いたします大洋建設有限会社

茨城県桜川市真壁町下谷貝1110－１
(0296) 54－0307　　(0296) 55－3155

本格木造住宅・リフォーム

創業120余年の伝統と実績
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時間講師 大募集！
個別指導で国内最大規模の明光義塾で、子どもたちのサポートをしながら、

自分自身の成長に繋がるお仕事です。勤務地は
　岩瀬教室・笠間教室、面接は岩瀬教室にて行います。

まずは、お気軽にお電話下さい。

岩瀬教室 ☎0296-75-4119
受付：月～金（祝日含む）１４：００～２１：００

文
芸 

さ
く
ら
が
わ

　
俳
　
句

【
桜
川
市
岩
瀬
「
萩
」
俳
句
会
】

胃
痛
に
脛
さ
す
り
つ
飾
る
妻
の
雛�

小
林
　
啓
治

父
母
に
な
き
齢
を
生
き
て
豆
を
撒
く

�
三
代
　
み
ち
よ

輝
き
て
五
色
に
見
え
し
滝
凍
る�

入
山
　
ひ
ろ
子

身
を
病
め
ば
十
歩
も
遠
出
寒
椿�

細
谷
　
充
女

日
脚
伸
ぶ
手
の
ひ
ら
ほ
ど
の
家
敷
畑

�

若
色
　
寿
美
女

レ
ン
タ
ル
の
自
轉
車
で
く
る
福
寿
草

�

金
田
　
と
う
女

如
月
に
吹
き
残
さ
れ
し
寒
さ
か
な�

斎
藤
　
み
よ

立
春
や
本
読
む
子
ら
の
声
澄
み
て�

渡
辺
　
千
恵
子

手
中
よ
り
溢
れ
て
し
ま
ふ
年
の
豆�

萩
原
　
き
し
の

【
茂
山
俳
句
会
】

待
つ
と
い
ふ
と
き
め
き
の
あ
り
寒
牡
丹

�

田
崎
　
信
子

み
ど
り
児
の
百
面
相
や
春
を
待
つ�

吉
原
　
秀
子

春
待
つ
や
口
つ
い
て
出
る
童
唄�

竹
林
　
て
る

梅
咲
い
て
夫
と
の
会
話
一
つ
増
え�

鈴
木
　
ノ
ブ
子

人
生
は
い
つ
も
旅
人
春
を
待
つ�

宮
本
　
芳
江

初
音
聞
く
心
足
る
日
の
目
覚
め
か
な�

鈴
木
　
つ
ぎ

お
互
い
に
年
を
聞
き
合
い
日
向
ぼ
こ�

植
田
　
祥
雲

内
陣
の
弥
陀
の
眼
差
し
淑
気
満
つ�

今
井
　
繁
子

凧
揚
げ
に
て
こ
ず
っ
て
を
る
親
子
か
な

�

松
崎
　
い
ま

鯱し
ゃ
ち
ほ
こに

懸
る
尾
張
の
初
御
空�

海
老
沢
　
静
夫

待
春
や
大
き
く
背
伸
び
し
て
退
院�

笠
倉
　
陽
子

杓し
ゃ
く
て
い底

に
寒
九
の
水
を
残
し
け
り�

君
島
　
真
理
子

春
待
つ
や
遇
ふ
人
な
し
の
過
疎
の
村�

金
子
　
弘
毅

初
場
所
や
満
員
桟
敷
の
人
と
な
り�

大
関
　
く
に

歩
く
友
み
ん
な
八
十
路
や
春
を
待
つ�

皆
川
　
一
女

寒
稽
古
手
足
だ
ん
だ
ん
漲
る
血�

海
老
沢
　
幸
子

胎
の
子
に
声
掛
け
替
ふ
る
新
暦�

吉
原
　
京
子

初
鶏
に
目
覚
む
る
故
郷
の
朝
か
な�

宮
本
　
立
男

不
自
由
な
手
足
の
寒
さ
時
を
待
つ�

泉
　
健
作

雪
催
ふ
空
も
ろ
と
も
に
キ
ッ
ク
オ
フ�

飯
山
　
昭

　
短
　
歌

【
桜
川 

歌
壇
の
会
】

父
か
ら
の
軍
事
郵
便
文
字
の
癖
確
か
に
吾
れ
も
孫
も

引
き
継
ぐ�

黒
田
　
青
磁

便
り
な
き
こ
と
は
元
気
な
証
よ
と
先
人
の
知
恵
今
に

引
き
継
ぐ�

篠
崎
　
貞
之

「
見
に
来
て
ね
ぼ
く
の
発
表
十
一
時
」
孫
の
置
き
手

紙
い
そ
い
そ
出
向
く�

平
塚
　
節
子

筆
ま
め
の
友
の
便
り
は
墨
書
き
の
封
を
切
る
と
き
と

き
め
き
あ
り
て�

中
沢
　
一
紅

パ
ソ
コ
ン
を
覚
え
ま
し
た
と
同
齢
の
友
の
便
り
は
喜

び
溢
る�

田
沼
　
む
め

ふ
と
見
れ
ば
紅
に
ほ
ふ
桃
の
花
友
に
し
た
た
む
野
点

の
さ
そ
い�

中
原
　
す
み
子

一
束
の
君
の
便
り
が
筐
底
に
秘
め
ら
れ
し
ま
ま
し
み

に
犯
さ
る�

島
　
杜
桃

絵
手
紙
に
春
の
便
り
と
ふ
き
の
と
う
描
い
て
送
り
ぬ

恩
師
の
元
に�

江
橋
　
照
子

折
お
り
の
野
菜
果
物
実
り
お
り
花
ば
な
笑
み
し
君
の

絵
手
紙�

滝
田
　
き
く
江

　
俚
　
謡

【
さ
く
ら
俚
謡
会
】

孫
の
運
転
み
ん
な
の
笑
顔
双
葉
マ
ー
ク
に
春
の
雪

�

岩
瀬
　
絵
都
女

波
の
上
と
ぶ
高
速
船
は
彼
の
住
む
陸
花
盛
り

�

つ
く
志
　
輝
美

連
れ
て
行
っ
て
よ
お
い
で
か
な
い
で
車
後
追
う
杉
花

粉�

一
木
　
み
ど
り

雪
が
降
る
か
ら
逢
え
な
い
か
し
ら
し
ん
し
ん
降
る
か

ら
来
る
か
し
ら�

い
な
ば
な
い

涙
ポ
ロ
ポ
ロ
春
一
番
に
恋
か
花
粉
か
知
る
地
蔵

�

田
　
哲
人
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環境にやさしい大豆インキを使用しています。

古紙配合率100％再生紙を使用しています

この広報紙は､環境保護のために古紙配合率100％の
再生紙と植物性大豆油インキを使用しています。

この広報紙は ､ 環境保護のために
古紙配合率 100％の再生紙と植物
性大豆油インキを使用しています

発行：桜川市／月２回（１日／ 15 日）
編集：市長公室秘書広報課
TEL：0296-58-5111・75-3111（代表）
FAX：0296-58-5115
〒 309-1293 茨城県桜川市羽田 1023 番地
ホームページ http://www.city.sakuragawa.lg.jp
E メール info@city.sakuragawa.lg.jp

広報 No.227 ３月１日発行 　12 人の真壁街並み案内ボランティア（入
い り え

江和
か ず え

江会長）
の皆さんが、伝統的な真壁の町並みを案内しています。
写真右は、同団体の鈴

す ず き

木孝
た か こ

子さん。登録文化財を中心に、
ひなまつりの見どころなどを説明・紹介し、利用者から
はとても喜ばれていました。
　同団体は、まちの登録文化財が増えて来訪者も多く
なったことをきっかけに、平成 13 年に設立。今では、
年間 700 人以上を案内しています。

【 表　紙 】

　

平
成
26
年
12
月
に
、
ひ
た
ち
な

か
市
の
笠
松
運
動
公
園
で
開
催
さ

れ
た
「
平
成
26
年
度
第
31
回
茨
城

県
民
駅
伝
競
走
大
会
（
７
区
間

21
．24
㎞
）」市
町
村
対
抗
の
部
で
、

桜
川
市
チ
ー
ム
が
第
11
位
と
健
闘

し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
市
町
村
相
互
の

親
睦
を
図
り
、
茨
城
県
の
ス
ポ
ー

　

平
成
27
年
春
の
全
国
火
災
予
防

運
動
の
一
環
と
し
て
、
火
災
予
防

運
動
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
市
内
の
小

学
４
年
生
か
ら
募
集
し
ま
し
た
。

　

応
募
総
数
３
２
２
点
の
中
か
ら

１
次
・
２
次
審
査
を
経
て
、
50
点

が
市
長
賞
な
ど
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
上
位
入
賞
作
品
20
点
は
、
岩

瀬
中
央
公
民
館
と
市
役
所
大
和
庁

舎
・
真
壁
庁
舎
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

上
位
入
賞
者
を
ご
紹
介
し
ま

す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

各
区
間
を
駆
け
抜
け
た
選
手
と
応
援
し
た

皆
さ
ん

桜
川
市
が
健
闘

　「
県
民
駅
伝
競
走
大
会
」

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　
　
　
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

ツ
振
興
と
、
競
技
力
の
向
上
を
目

的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

市
町
村
対
抗
の
部
に
は
、
20
市
町

村
か
ら
22
チ
ー
ム
、
２
５
７
人
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

桜
川
市
チ
ー
ム
は
、
選
手
一
丸

と
な
っ
て
タ
ス
キ
を
繋
ぎ
、
見
事

に
ゴ
ー
ル
を
果
た
し
ま
し
た
。

※
出
場
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
監
督
】

　

蛯え
び
は
ら原　

正ま
さ
よ
し善

【
選
手
】

　

堀
田　
　

翼
つ
ば
さ

（
岩
瀬
東
中
）

　

萩は
ぎ
わ
ら原　

悠ゆ
う
き稀
（
岩
瀬
東
中
）

　

郡ぐ
ん
じ司　

侑ゆ
う
や弥

（
岩
瀬
西
中
）

　

齋さ
い
と
う藤　

留る

な菜
（
岩
瀬
東
中
）

　

中な
か
の野　

日ひ

な菜
（
岩
瀬
東
中
）

　

高た
か
は
し橋　

朋と
も
こ子
（
岩
瀬
西
中
）

　

高た
か
く久　

莉り

な奈
（
大
和
中
）

　

大お
お
よ
し吉　

望の
ぞ
む夢
（
下
館
一
高
）

　

磯い
そ　
　

瀬せ

な名
（
下
館
一
高
）

　

細ほ
そ
や谷　

美み
く
う空
（
水
城
高
）

　

小こ
ば
や
し林　

　

瞳
ひ
と
み

（
岩
瀬
高
）

　

小こ

た

べ
田
部
大た

い
き樹

（
国
士
舘
大
）  

　

大お
お
き木　

　

学
ま
な
ぶ

（
千
葉
大
）

ほ
っ
た

■
市
長
賞

石い
し
じ
ま嶋 

咲さ

き希　
（
岩
瀬
小
）

阿あ

べ

た
部
田 

慎し
ん　
（
雨
引
小
）

杉す
ぎ
や
ま山 

姫ひ

な菜　
（
樺
穂
小
）

■
教
育
長
賞

出で
ぐ
ち口 　

優ゆ
う　

（
岩
瀬
小
）

菊き
く
ち池 

彩さ
や
か花

（
南
飯
田
小
）

金か
な
し
き敷 

梨り

お緒　
（
大
国
小
）

鈴す
ず
き木 

健け
ん
た太　

（
真
壁
小
）

田た

な

ぶ
名
部 

柊し
ゅ
う
た太

（
樺
穂
小
）

■
消
防
団
長
賞

木き
さ
い濟 

翔し
ょ
う
た太 

（
坂
戸
小
）

廣ひ
ろ
お
か岡 

凌り
ょ
う
や也（

南
飯
田
小
）

安あ
だ
ち達 

大だ
い
き輝 

（
猿
田
小
）

羽は
む
ら村 

夏か
げ
ん源 

（
雨
引
小
）

竹た
け
な
か中 

志し

ほ歩 

（
真
壁
小
）

鯉こ
い
ぶ
ち渕 

有ゆ
う
き貴 

（
谷
貝
小
）

■
消
防
署
長
賞

磯い
そ　

 

佑ゆ
う
か歌（
南
飯
田
小
）

井い
せ
き関 

絢あ
や
み未 

（
羽
黒
小
）

深ふ
か
や谷 

綾あ
や
か香 

（
大
国
小
）

常と
き
わ盤 

来ら

み未 

（
紫
尾
小
）

飯い
い
ず
み泉 

寧ね

ね々 

（
谷
貝
小
）

松ま
つ
か
わ川

穂ほ

の

か
乃
佳 

（
樺
穂
小
）

大
塚
市
長（
写
真
中
央
）か
ら
市
長
賞
を
受
賞
し
た（
写
真
右

か
ら
）阿
部
田 

慎
さ
ん
、杉
山
姫
菜
さ
ん
、石
嶋
咲
希
さ
ん
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